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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第１四半期累計期間
第９期

会計期間
自2020年１月１日
至2020年３月31日

自2019年１月１日
至2019年12月31日

売上高 （千円） 386,805 1,263,427

経常利益 （千円） 28,053 74,846

四半期（当期）純利益 （千円） 23,103 96,304

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 222,569 222,569

発行済株式総数 （千株） 5,641 5,641

純資産額 （千円） 993,753 748,347

総資産額 （千円） 1,279,538 952,835

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 4.36 18.91

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 4.11 －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 77.48 78.29

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．第９期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

５．当社は、2020年２月７日に東京証券取引所マザーズに上場したため、第10期第１四半期累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から第10期第１四半期会計期間の末日までの平均株価を期中

平均株価とみなして算定しております。

６．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による事業への影響については、今後も注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

 

(1）財政状態の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は1,180,356千円となり、前事業年度末に比べ313,917千円増加いたし

ました。これは主に、現金及び預金の増加287,409千円、売掛金の増加40,346千円によるものであります。固定資

産は99,181千円となり、前事業年度末に比べ12,786千円増加いたしました。これは主に、投資その他の資産の増加

12,000千円によるものであります。

この結果、総資産は1,279,538千円となり、前事業年度末に比べ326,703千円増加いたしました。

 

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は279,564千円となり、前事業年度末に比べ81,297千円増加いたしま

した。これは主に、未払金の増加109,591千円、未払法人税等の減少22,931千円によるものであります。固定負債

は6,220千円となり、前事業年度末から変動ありません。

この結果、負債合計は285,784千円となり、前事業年度末に比べ81,297千円増加いたしました。

 

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は993,753千円となり、前事業年度末に比べ245,405千円増加いたし

ました。これは主に、資本剰余金の増加105,874千円、四半期純利益23,103千円の計上による利益剰余金の増加、

自己株式の減少116,448千円によるものであります。

この結果、自己資本比率は77.5％（前事業年度末は78.3％）となりました。

 

(2）経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、足下で大幅に下押しさ

れており、厳しい状況にあります。

日本の総広告費は、持続する緩やかな景気拡大に伴い、通年で６兆9,381億円（前年比106.2％）と前年を上回

り、特にインターネット広告費は２兆1,048億円（前年比119.7％）と好調に推移したことが総広告費全体を押し上

げる結果となりました（株式会社電通「2019年日本の広告費」）。

このような環境下、当社はクラシファイドサイト「ジモティー」を通して、地域の情報が幅広く集まるプラット

フォームを提供することで、地域の情報を可視化し、地域の人とのマッチングを推進してまいりました。

当第１四半期累計期間において当社は、自動配信売上が堅調に推移し、高い収益性を維持したことに加え、前事

業年度より引き続き、売上構造の改善のため、マーケティング支援売上向上に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は386,805千円、営業利益は28,847千円、経常利益は28,053

千円、四半期純利益は23,103千円となりました。

なお、当社はクラシファイドサイト運営事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載をしておりま

せん。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 5,641,365 5,641,365
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株

であります。

計 5,641,365 5,641,365 － －

　（注）当社株式は、2020年２月７日に東京証券取引所マザーズ市場へ上場しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストック・オプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2020年１月１日～

2020年３月31日
－ 5,641,365 － 222,569 － 590,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 416,600 －

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお１単元の株式数は、

100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,224,300 52,243

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお１単元の株式数は、

100株であります。

単元未満株式 普通株式 465 － －

発行済株式総数  5,641,365 － －

総株主の議決権  － 52,243 －

　（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式65株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合

(％)

株式会社ジモティー
東京都品川区西五反田

1-30-2
416,600 － 416,600 7.38

計 － 416,600 － 416,600 7.38

　（注）当社は、2020年２月７日をもって東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。当第１四半期会計期間にお

いて、2020年２月６日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による自己株式の処分によ

り50,000株、2020年３月11日を払込期日とする第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第

三者割当）による自己株式の処分により190,600株、新株予約権の行使により2,000株、計242,600株の自己株式

が減少しております。この結果、当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は174,065株となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2020年１月１日から2020年３

月31日まで）及び第１四半期累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2019年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2020年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 643,850 931,260

売掛金 179,950 220,297

前渡金 15,535 15,535

前払費用 17,365 9,340

その他 9,737 3,923

流動資産合計 866,439 1,180,356

固定資産   

有形固定資産 7,747 8,533

投資その他の資産 78,648 90,648

固定資産合計 86,395 99,181

資産合計 952,835 1,279,538

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,902 5,046

未払金 97,546 207,137

未払費用 38,536 33,146

未払法人税等 32,285 9,353

前受金 22,085 22,251

その他 4,909 2,629

流動負債合計 198,267 279,564

固定負債   

資産除去債務 6,220 6,220

固定負債合計 6,220 6,220

負債合計 204,487 285,784

純資産の部   

株主資本   

資本金 222,569 222,569

資本剰余金 2,036,007 2,141,881

利益剰余金 △1,312,565 △1,289,461

自己株式 △199,999 △83,551

株主資本合計 746,012 991,438

新株予約権 2,335 2,315

純資産合計 748,347 993,753

負債純資産合計 952,835 1,279,538

 

EDINET提出書類

株式会社ジモティー(E35289)

四半期報告書

 8/13



（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 386,805

売上原価 33,438

売上総利益 353,366

販売費及び一般管理費 324,519

営業利益 28,847

営業外収益  

受取利息 3

新株予約権戻入益 10

雑収入 65

営業外収益合計 78

営業外費用  

上場関連費用 872

営業外費用合計 872

経常利益 28,053

税引前四半期純利益 28,053

法人税等 4,949

四半期純利益 23,103
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年３月31日）

減価償却費 597千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年３月31日）

株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年２月７日をもって東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場に当たり、2020年２

月６日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による自己株式の処分50,000株により、資

本剰余金が22,000千円増加し、自己株式が24,000千円減少しております。また、2020年３月11日を払込期日とす

る第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当）による自己株式の処分190,600株

により、資本剰余金が83,864千円増加し、自己株式が91,488千円減少しております。この結果、当第１四半期累

計期間における新株予約権の行使による自己株式の処分を含めて、当第１四半期会計期間末において資本剰余金

が2,141,881千円、自己株式が83,551千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　当第１四半期累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年３月31日）

当社は、クラシファイドサイト運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益 4.36円

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 23,103

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 23,103

普通株式の期中平均株式数（株） 5,298,970

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 4.11円

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 327,195

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度

末から重要な変動があったものの概要

－

　（注）当社は、2020年２月７日に東京証券取引所マザーズに上場したため、当第１四半期累計期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から当第１四半期会計期間の末日までの平均株価を期中平均

株価とみなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年５月14日

株式会社ジモティー

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 栗栖　孝彰　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 坂井　知倫　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジモ

ティーの2020年１月１日から2020年12月31日までの第10期事業年度の第１四半期会計期間（2020年１月１日から2020年３

月31日まで）及び第１四半期累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジモティーの2020年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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